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【はじめに】 

近年、液晶を用いたテラヘルツ（THz）波の

伝播制御素子に関する研究が行われている 1)。

電場制御型の液晶光学素子においては、酸化イ

ンジウムスズ（indium tin oxide : ITO）膜が電極

としてよく用いられるが、赤外領域における

ITO膜の透過率は低く、THz帯での透明電極と

しての利用は難しい 2)。本研究では、導電性と

THz帯での透明性を併せ持ち、さらにラビング

処理を施すことで液晶の配向膜としても機能

する導電性高分子（PEDOT/PSS）膜に着目し、

これを電極および配向膜として用いたツイス

トネマチック（TN）液晶セルを作製し、THz

波の偏波を電圧印加により制御することを試

みた。 

【実験方法・結果】 

本研究で用いた液晶セルは、合成石英ガラス

基板上に成膜した厚さ約100 nmのPEDOT/PSS

膜にラビング処理した基板 2枚を、厚さ 1 mm

のスペーサーを介してラビング方向が直交す

るように重ね、空隙へネマチック液晶（5CB）

を注入して作製した。作製した液晶セルに波長

633 nmの He-Neレーザーを入射させ、入射光

と透過光の偏光状態を測定した結果、入射光に

対して透過光の偏光方向が直交したことから、

PEDOT/PSS膜が配向膜として機能し、TN配向

液晶が実現できたことが分かった。次に、THz

時間領域分光装置を用いて、液晶セルを透過し

た THz波の偏波状態を測定した。Fig. 1に示す

ようにアンテナをクロスニコル配置とし、検光

子を回転させたときの THz 波の透過光強度を

Fig. 2に示す。入射波に対して透過波の偏波の

状態が変化していることが分かる。また、電圧

の印加により透過波の偏波が制御可能であっ

た。 

 

Fig. 1 Experimental setup for THz-TDS with 

crossed-Nicols." 

 

Fig. 2 Polarization states of incident light (blue 

plot) and transmitted light (red plot) at 1THz. 

Lines show theory value. 
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